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●田川直方バイパスの延伸整備が決定しました

　今、主要地方道田川直方線延伸整備促進期成会が結成され、
田川市郡が力を合わせて田川直方バイパスの延伸に取り組んでい
ます。期成会の会長は武田良太衆院議員、幹事長は私で、副会長
が田川市副市長となっていて、他には町長・議長・民間の商工会
議所の団体も入っています。この期成会で８月27日、県までお願
いに行きました。まずは何が問題かというと、大任町を通ってい
る国道322号バイパスです。今香春町の採銅所地区で用地買収が
うまく行かず、工事が止まっていますが、この地区も最終的には
国が強制執行という形で平成31年の開通を目指しています。
　それともう一つ。直方バイパスが201号線で止まっていますが、
大任町の322号線につなごう、真ん中の幹線道路を突き抜けましょ
うということで、期成会から県にお願いをしています。これは、田
川市が過去十何年間と、その道路を整備しようということでお願
いしていたのですが、県が納得しないので町村会に協力してほし
いということで私たち町村会が動き始めました。ですが、最初は
今の交通量では無理だということで断られました。しかし、武田
衆院議員と私、県知事以下幹部と話し合い、道を整備することが

先決だということが結論になりました。今、田川直方バイパスは
４車線ですので、同じ道幅でお願いしていましたが、これでは、
交通量の関係で県の審査会に通らないということでした。
　さらに話し合いを進めた結果、全面２車線で、その中に桜街道
と同じ植栽スペースを作る。そして、歩道をたくさんとって、将
来交通量が増えたら４車線化できるような用地買収をやる。とい
う条件で決着が付き、平成26年度から着手するということになり
ました。
　このバイパスが完成すると、国道３号線から中間や直方の人た
ちが田川市郡に訪れやすくなりますし、国道201号線での渋滞も
解消されることが見込まれます。
 また、将来的には英彦山や日田に行く道路が整備され、大任町に
とっては、観光客が増えるいい形になると思います。それと同時
に、福智町から大任町の桜街道に桜や芝桜を植えて、この道路
自体を観光道路にしたいという話がありました。それが実現する
と、交流人口の増加につながると考えています。今も福岡や北九
州から道の駅にお客さんが来ていますが、国道３号線と大任町が
つながると中間や直方方面からの流れが増え田川市郡にとっては
大きな経済効果が生まれるのではないかと考えています。今後と
も精力的に田川地域の更なる活性化を目指して努力して行きます
ので、よろしくお願いします。

●おおとう未来塾あてに、嬉しいお手紙が届きました

　一昨年３月に福岡市内の大学を定年退職した池田和
かず

興
おき

さん（宗
像市在住）から、おおとう未来塾のお手伝いができないかと考えて
いるという内容の手紙をいただきました。残された人生を有意義に
過ごしたいという思いから、それまでの経験を生かし数学塾を始め
たそうです。そこで感じたのは、高校生たちの持つ「数学が解らな
い。」という悩みの大きさ。今後もし、高校生を対象とした教室の
増設を考えているなら、数学の講義を担当させてほしいとのことで
した。数学を学ぶ楽しさやセンター試験・２次試験対策のノウハウ
を高校生に伝えることができればと考えているそうです。
　そこで私は、大任中学校卒業生に対し、大任町で高校生対象
の無料塾を開設した場合参加するかどうか、アンケートをとるこ
とにしました。今回返ってきた回答をもとに、教育委員会や学校
と相談し合って、今後の方針を決めていきたいと考えております。
未来を担う子どもたちを育てるため、地域を活性化させるため、
行政も地域も手を取り合って力を尽くして行きませんか。皆さん、
ご理解ご協力をよろしくお願いします。

数十年にわたってお願いを続けていた
田川直方バイパスの延伸整備が決定

おおとう未来塾あてに
嬉しい内容の手紙が届きました

こちら町長室×田川直方バイパス×おおとう未来塾

大任町

▼おおとう未来塾あてに届いた手紙 ▲田川直方バイパス延伸予定図（あくまでも予定ですので変更もあり得ます）
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■地方交付税	 	 	 　　　18 億　145 万円
■地方債		 	 	 	 ９億 7,061 万円
■国庫支出金	 	 	 	 ６億 2,260 万円
■県支出金	 	 	 	 ３億 1,576 万円
■地方消費税交付金等	 	 	 １億　593 万円

■民生費		 	 	 	 10 億 4,842 万円
■公債費		 	 	 	   ９億 3,965 万円
■土木費		 	 	 	   ８億 4,137 万円
■総務費		 	 	 	  ８億　　36 万円
■農林水産費	 	 	 	   ３億 2,063 万円
■教育費		 	 	 	   ２億 2,765 万円
■衛生費		 	 	 	   １億 4,606 万円
■消防費		 	 	 	 　　　9,335 万円
■議会費		 	 	 	 　　　7,463 万円
■諸支出金	 	 	 	 　　　6,510 万円

■災害復旧費	 	 	 	 　　　3,344 万円
■商工費・労働費		 	 	 　　　　258 万円

平成 24年度決算が議会で認定さ
れました。歳出決算額は約45億 9
千万円で、歳入額に対し約６億円の
黒字となっています。

健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から
財政運営の深刻度を
みる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字
から財政運営の深刻
度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大
きさから資金繰りの危
険度を見る比率

10.2％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残
額から将来財政への
圧迫度をみる比率

6.4％ 350.0％

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
企業会計の資金不足
割合から経営状況の
深刻度をみる比率

― ―

◉基金
町の貯金は約24億円

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のた
めに活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。
平成24 年度末、基金の合計は24 億1,995 万円になりました。

財政調整基金…９億 9,680 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）…３億 6,239 万円
特定農業施設管理基金（国債売買運用益など）…５億 5,133 万円
その他基金…５億 943 万円

◉地方債
町の借金残高のうち約９億円を解消

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。
平成 24 年度末の地方債残高は、約 104 億円となりました。
大任町の場合、償還額の一定割合が地方交付税として交付
されるものが多く、試算では約60％近くの交付が見込まれて
います。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）…59 億 5,629 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）…23 億 2,899 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）…９億 9,997 万円
その他起債…11 億 754 万円

◉健全化判断比率と資金不足比率
大任町の財政は平成24年度も健全な状態

　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結
実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金
不足比率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然
に防止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可
能になります。算定した比率が「早期健全化基準」を超えると
財政健全化計画の策定を行い、自主的な改善努力をしなけれ
ばなりません。
　平成 24 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と
比較すると、大任町の財政は健全な状態ということがわかり
ます。

一般会計歳入　
町税収入は１割以下、依存財源が７割以上

　町に入った一般会計の歳入は、52 億 822 万円でした。その内
訳は、国や県に頼った依存財源が 73.3％、町でまかなう自主財源
が 26.７％となっています。歳入決算の特徴を見てみると、最も割
合が高いものは「地方交付税」です。これは、町の財政力に応じて
国から交付されるものです。次に割合が高いものは「地方債」です。

一般会計歳出
前年度に比べて約4億円の減額

　平成 24 年度に町が支出した一般会計の総額は、45 億 9,324
万円で約６億円の黒字です。歳出の主なものとして、まちづくり事
業に伴う温泉施設整備や各種イベント開催などによる「総務費」、
観光農園ハウスやしじみ養殖施設の整備を行う「農林水産費」、道
路整備や公営住宅の建て替えを行う「土木費」などがあげられま

◉特別会計
国保と水道の赤字が合わせて１億910万円

　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されてい
る特別会計（水道事業会計のみ企業会計）では、平成 23 年
度に引き続き国民健康保険事業特別会計が 8,956 万円、水
道事業会計が 1,954 万円の赤字を出すかたちとなり、依然と
して厳しい財政状況に直面しています。

特別会計 歳入 歳出 差引
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,332万円 1万円 2,331万円

国民健康保険事業特別会計 ６億8,983万円 ７億7,939万円 △8,956万円

後期高齢者医療特別会計 6,476万円 6,171万円 305万円

合計 ７億7,791万円８億4,111万円 △6,320万円

水道事業会計
収益的収支 7,387万円 8,609万円 △1,222万円

資本的収支 ６億250万円 ６億982万円 △732万円

これは、事業を行うときに借り入れる町の借金で、平成 24 年度
は、過疎対策事業による道路整備や温泉施設整備、観光農園ハ
ウスやしじみ養殖施設整備を行い、また、公営住宅整備事業に
よる住宅の建て替えを行ったため、歳入全体の約 18％を占めて
います。また「諸収入等」の内訳の主なものとして、道の駅おお
とう桜街道からの寄

き
附
ふ

金があげられます。

す。また、町の借金を返済する「公債費」は、前年度に引き続き
繰上償還を行ったことにより、平成 23 年度とほぼ同額の歳出と
なりました。
※繰上償還　�過去に借り入れた公債費（借金）を予定の償還期日

より早く返済することによって将来の公債費負担（利

子）が軽減されます。

◉歳入 52 億822万円

◉歳出 45億9,324万円

平成 24 年度 決 算

自主財源	 	 	 13 億 9,187 万円

依存財源	 	 	 38 億 1,635 万円

■町税 	 	 	 	 	 ３億 6,814 万円
■諸収入等	 	 	 	 ３億 4,683 万円
■繰越金		 	 	 	 ３億 1,163 万円
■繰入金		 	 	 	 ２億 7,025 万円
■使用料及び手数料	 	 	 　　9,502 万円
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　10 月17 日、TNC（テレビ西日本）『ももち浜ストア』の取
材班が道の駅おおとう桜街道を訪れました。
　もみじ館内は、物産館や一億円トイレ、クリスタルピアノ、
サニーサイド（大ちゃんカレー）など、シジミの大ちゃん花ちゃ
んも大活躍。もみじ館エントランスの大陶板やトイレ内の陶
板など、１億円をかけた内装に圧倒されていました。さくら
館は、大浴場や露天風呂、薬石浴などが取材され、梅林支配
人が、道の駅の素晴らしさをテレビカメラに向かって存分に
アピールしていました。

　10 月 20 日、水辺公園でしじみ祭りが開催されました。
会場となった水辺公園には、商工会女性部による「しじみ
汁」をはじめ、猟友会のしし鍋、大任郵便局の無料コーヒー、
竹細工の体験などたくさんの出店が並びました。
　特設ステージ前では、大任中学校吹奏楽部や今任小学校
の今任太鼓、縁太鼓などが生演奏を披露。また、豪華景品
獲得のチャンスである、ラムネ早飲み大会やじゃんけん大
会、大縄とび、大抽選会など、おなじみのイベントにも数
多くの人が参加し、秋の祭りを十分に満喫していました。

　10 月６日、今任小学校で体育会が開催されました。体育
会では、児童は各学年が協力して棒取りやダンス、リレー、
組体操など素晴らしい連係プレーを見せ、また、保護者も親
子競技などで、真剣な戦いを繰り広げていました。中でも親
子競技では、一生懸命な保護者に自然と笑顔をこぼす児童た
ちがとても印象的でした。一番の見どころ、高学年児童全員
による組体操。今年は今任太鼓を取り入れており、演技終了
後には、称賛の拍手が鳴り響き、体育会をやり遂げた児童た
ちが最高の笑顔で輝いていました。

道の駅がテレビ取材を受けました
道の駅おおとう桜街道

しじみ祭りで盛りあがった河川敷
第27回しじみ祭りを開催

友情を深め思い出に残る体育会
今任小学校が秋季体育会を開催

▼今回の取材内容は10月23日水のももち浜ストアで放送されました

▼閉会式終了後のもちまきでは皆さん必死にもちを追いかけていました

▼小川洋福岡県知事と記念撮影をする商工会女性部のメンバーたち

▼毎年恒例の親子競技では息の合った連係プレーを披露していました

道の駅オープン３周年を記念
道の駅おおとう桜街道

天神中央公園がにぎわいをみせる
第６回ふくおか町村フェアを開催

グラウンドを彩った赤白帽子
大任小学校が秋季体育会を開催

　10月16日、道の駅おおとう桜街道がオープンして３年が
過ぎたことを記念して、当日最初と閉館直前のお客さん４人
に、記念品が贈呈されました。
※氏名、出身、コメントを紹介します。
奥永 敬子さん（大任町）「週２～３回利用しています。道の駅
ができて便利がいい。」永岡八江子さん（田川市）「品揃えが良
くて、買物がしやすい。」菊池佐和子さん（北九州市）「すごく
気に入ってます。」古賀ハツミさん（北九州市）「嵐の湯に月１
～２回通っています。」

　10 月12 日、13 日の２日間、天神中央公園で第６回ふく
おか町村フェアが開催され、役場職員約10 人が参加しました。
　会場内は、所狭しと各町村の特産品が並び、炭坑を題材に
した語り部や歌手など、郷土芸能公演や町村マップクイズな
ど、訪れた人を楽しませるイベントがめじろ押しでした。役
場職員は、無料のポン菓子を配布しながら、ニンニク球やゆ
ずゴショウ、手作りのかりんとう・クッキー、新米、くりなど
町で採れたものを売り出し、天神のど真ん中で盛大にアピー
ルしてきました。

　９月 29 日「一致団結し練習の成果を発揮して最高の体育
会にしよう」をスローガンに掲げ、大任小学校で秋季体育会
が開催されました。
　体育会では、全校児童によるボール運びや５・６年生全員
でぶつかり合った騎馬戦などで勝敗を競い合いました。競技
中にバトンを落としたり急ぐあまり転んだりと、アクシデント
が多発。児童たちは最後まであきらめずに粘り強く競う姿を
見せていました。子どもたちの大きな成長に、応援に来てい
た保護者たちも胸が熱くなる一日となったようです。

▲「日本一の道の駅を目指して頑張ります。」と担当者は話していました ▲役場や商工会のテントは多くのお客さんでにぎわっていました

▲しじみ祭りの日だけ解禁となるしじみ採りもにぎわっていました▲全校児童参加の縦割り競技で追い付け追い越せと頑張っていました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　9 月 21日から 30 日までの 10 日間、秋の全国交通安全運
動を一斉に実施。この運動は、県民一人ひとりに、交通ルー
ルと正しいマナーの実践を習慣付けることで、交通事故防止
の徹底を図る目的で行われています。大任町では、５日に交
通安全協会や田川警察署、町内各団体などで、バスによる交
通安全啓発パレードを行いました。
　パレードの途中に道の駅で、交通安全を呼びかけるチラシ
やグッズを配布しました。みなさんも安全運転を心がけ、交
通事故ゼロを目指しましょう。

　10 月11日、大任中学校体育館で福岡県警察本部 暴力団
対策部 組織犯罪対策課 暴力団排除企画係 霊

よし
山静香さんに

よる暴力団排除教育学習会が行われました。
　学習会では、暴力団が薬物・売春・引ったくりなど子どもを
対象にしてお金を集めていることやインターネットでの犯罪
が増えていることを話し、生徒達は集中して話を聞いていま
した。最後に危険になったらすぐに 110 番に連絡をし、イン
ターネットのサイトの使い方には気をつけてくださいと生徒
達に呼びかけていました。

　10 月 23 日、今任小学校で全校児童を対象とした芸術体
験講座が開催され、児童や保護者、教育委員など約 120 人
が集まりました。
　これは平成 17 年度から始まったもので、児童生徒たちが生
の芸術文化の素晴らしさや技に触れ、多様で個性的なものを
学ぶ機会とすることが目的。講座では、体を起こすことや言
葉の意味を理解して歌うなど、歌うときのポイント指導やコン
サートが行われました。最後は、練習した校歌を客席に向けて
披露。児童たちには、惜しみない拍手が送られていました。

　10 月 24 日、平成 20 年５月２日に今任橋でバイクと乗用
車の接触事故を最後に、大任町内では死亡事故が発生してい
ないため、今回、交通死亡事故ゼロ 2,000 日を達成すること
ができました。
　担当者は「交通死亡事故ゼロ 2,000 日達成は、常日ごろ、
交通安全協会や子ども見守り隊などの方々のご協力があって
こそです。このまま記録を伸ばし、3,000 日を目指して頑張っ
ていきましょう。」と、今後の交通死亡事故ゼロ継続へ向けて
の抱負を語りました。

安全運転を心がけましょう
秋季交通安全パレードを実施

危険を感じたらすぐに110番
大任中学校で暴力排除教室を開催

芸術の秋を満喫する児童たち
今任小学校で芸術体験講座を開催

交通死亡事故ゼロ2,000日達成の快挙
大任町内で新記録を達成

▼チラシ・グッズの入った袋を道の駅おおとう桜街道の来場者に配りました

▼暴力団に関する犯罪や危険などの怖さを学び真剣に話を聞く生徒達▼プロの歌手が歌うまでの準備体操を体験する今任小学校の児童

▼交通事故防止への取り組みについて決意を新たにしました暴力のない明るい町
第28回大任町暴力絶滅住民総決起大会

ゴミのない町を目指して
大任小学校の児童がクリーンアップ運動を実施

▲大任中学校校長小田玲子さんの掛け声に合わせてシュプレヒコール▲道端に落ちている小さなゴミも見逃さずに拾ってまわる児童たち

　10月４日、レインボーホールで第28回大任町暴力絶滅住
民総決起大会が行われ、町民など約200人が参加。この大
会で暴力追放の決意を新たにしました。永原譲二町長が「行
政、町民、警察が協力し、暴力のない住みよい町にしましょう。」
とあいさつ。
　大会では「福岡県の暴力団情勢と改正　福岡県暴力団排除
条例について」を田川警察署刑事第二課長の西依 修則さんが
講演。暴力団の怖さを呼びかけました。大会最後には参加者
全員でのシュプレヒコールを行い暴力絶滅を誓いました。

　10月18日、大任小学校全校児童205人が、３・４校時目
の時間を使って、町内のごみ拾いを実施。児童たちは、１年
生から６年生までを組み合わせた約15人の７班に分かれ、
成光方面や役場周辺、町民グラウンドなど、町内各所で清掃
活動に精を出しました。集まったごみは、空き缶やペットボ
トルなど、ポイ捨てが目立つようでした。校長の杉原さんは

「学校に持ち帰ったゴミは手分けして分別して、ごみ処理場
に持って行きます。これでも大任はごみが少ない方だと思い
ます。」と話していました。

田川地区消防署の勇士が清掃活動
田川地区の消防隊員が清掃活動を実施

町の歴史を後世にのこす
歴史資料館に遺品を寄贈

　10月５日、大任町民グラウンド周辺を田川地区消防署の隊
員たち約20人がボランティアで清掃活動を行いました。昨年
から２ヵ月に１回のペースで、田川市郡内でボランティア活動
をしていて、大任町での活動は今回で３回目になるそうです。
　この日は約１時間半かけてグラウンド周辺のゴミ拾いと草
刈り機持参での草刈り作業を実施。集まったゴミは空き缶が
多く、歩道を隠していた草も隊員たちの活動で見事になくな
りました。「今後も、田川市郡の各市町村をまわって清掃活
動をしていきたい。」と代表者は話していました。

　榊原保
やす

嗣
つぐ

さん（川崎町田原）から「ふるさと館おおとう」に、
町内の歴史について参考となる資料が寄贈されました。
　保嗣さんの父である榊原包

かね
嘉
よし

さんは、桑原神社や菅原神社
（西白土）の宮司として長年勤務。亡くなった後、保嗣さんが
包嘉さんの遺品を整理したところ、大任町に関連する資料が
出てきたそうです。これはぜひ役立ててほしいということで、
今回、その資料が大任町へ５冊寄贈されました。「貴重な資
料として大切に保管していきたいと考えています。」と担当者
は話していました。

▲田川市郡の市町村をまわって清掃活動を行っている田川地区消防署▲ふるさと館に寄贈された町の歴史について参考となる大切な資料
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　９月 26 日、役場玄関前で献血が行われました。血
液は、栄養や酸素の運搬、免疫など人間の生命を維持
するために不可欠です。医療において輸血は欠かすこ
とができない治療法となっています。
　この日は 34 人が献血に協力し、13.6 リットルの血
液が集まりました。献血会場となった役場玄関口には、
上田川ライオンズクラブから献血に協力した人全員に
生卵が手渡されました。

教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務企画財政課 ☎63・3000

　「人々をつなぐ命の輪」役場で献血を行いました

あなたは迷惑をかけていませんか

年
末
調
整
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
16
日
㈬

▼
田
川
市
内
の
法
人
、
個
人　
10
時
20
分
～

▼
田
川
郡
内
の
法
人
、
個
人　
13
時
50
分
～

■
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

問
田
川
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
44
・
４
５
７
６

　

警
察
で
は
、
特

に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し

た
上
で
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総

力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑

者
の
早
期
摘
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発

見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ど
ん
な
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
田
川
警
察
署　
☎
42
・
０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
の
摘
発
に
ご
協
力
を

　

沖
縄
地
域
で
の
福
岡
県
出
身
の
戦
没

者
・一
般
戦
災
死
没
者
追
悼
し
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し

ま
す
。

■
申
込
期
限　

11
月
26
日
㈫

■
定
員　

20
人

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

野外焼却とは…
　法律に定められた方法に従わずに廃棄物の焼却をすることは、廃棄物処理法
により禁止されています。野外焼却を行った人は５年以下の懲役、1,000万円
以下の罰金が科せられます。また、野外焼却の未遂や野外焼却を行う目的で廃
棄物の収集または運搬をした者にも罰則が適用されます。

※例外の場合でも、煙やにおいが隣近所の迷惑になったり生活環境に与える影響が大きかったりする場
合は、焼却できません。また、廃ビニール (農業用含む ) やプラスチック類などは、有害物質とともに黒
煙や悪臭が激しいため、例外の場合でも焼却できませんのでご注意ください。

例外として焼却が禁止されていないもの
焼却内容 具体的な例

１ 国または地方公共団体がその施設の管理を行うために
必要な廃棄物の焼却 河川敷や道路側の草焼き

2
震災や風水害、火災、凍霜害その他災害の予防、応急
対策・復旧のために必要な廃棄物の焼却

災害等の応急対策、火災予防訓練

3
風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要な廃
棄物の焼却

正月の「しめ縄や門松など」をたく行事

4
農業や林業、漁業を営むためにやむを得ないものとし
て行われる廃棄物の焼却

焼き畑やあぜの草、下枝の焼却、
漁網にかかったゴミの焼却

５
たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物
の焼却であって被害・損害が少ないもの

落ち葉焼きやキャンプファイヤー

問嘉穂 鞍手保健福祉環境事務所　☎ 0948・21・4814　問住民課第１ 衛生係　☎ 63・3003

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

　

付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
一
緒

に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
り
上
げ
・
繰

り
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
は
、
老
齢
基

礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
人
は

　

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
人
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

❶�

自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

❷�

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
は
付

加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

❸�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
な
ど
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
も
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❹�

国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ
た

人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前
納
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付

期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
手
続
き
は
、
住
民
課

国
民
年
金
係
の
窓
口
ま
た
は
直
方
年
金

事
務
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る「
付
加
年
金
」知
っ
て
い
ま
す
か

　

年
金
額
を
も
っ
と
引
き
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
人
に
は
、「
付
加
年
金
」と

い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
人

（
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
人
に
限
ら
れ
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
そ
の
被
扶
養
配
偶
者

な
ど
の
人
は
除
か
れ
ま
す
）、
任
意
加

入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◉
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
通

常
の
保
険
料
と
、
月
額
４
０
０
円
の
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
付
加
年
金
の
額
は「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」で

計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間

（
60
ヵ
月
）納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険

料
額
の
２
万
４
千
円（
４
０
０
円
×
60
ヵ

月
）に
対
し
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

と
一
緒
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
額
は

年
額
１
万
２
０
０
０
円（
２
０
０
×
60
ヵ

月
）と
な
り
、
２
年
間
で
元
金
が
か
え
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
付
加
保
険
料
を
10
年

納
め
た
人
、
40
年
納
め
た
人
に
つ
い
て

も
同
じ
に
な
り
ま
す
。

■
参
加
資
格　

沖
縄
地
域
で
の
本
県
出

身
の
戦
没
者
、
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

族（
配
偶
者
や
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
で
、

福
岡
県
居
住
者
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人　
福
岡
県
遺
族
連
合
会

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

　12月は「ＳＴＯＰ滞納!! 県下一斉徴収強化月間」です。大任町では福
岡県及び県内市町村と連携し、個人住民税をはじめとする地方税の徴
収率の向上と滞納の縮減を図るため、県下一斉に広報による納税推進、
滞納者に対する催告の強化、差押やタイヤロック、捜索などの滞納処
分の強化などさまざまな徴収対策に取り組みます。この機会に、納め
忘れの税金がないか確認しましょう。
　すでに納税している人と公平にするため、催告予告書を送って期限
までに納税されない場合は、直ちに差押えに着手します。
問税務課　☎ 63・3002
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Information

　

今
夏
は
、
猛
暑
が
続
く
中
、
節
電
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
供
給
力
確
保

に
向
け
て
最
大
限
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
が
引
き
続
き
生
活
、
健
康

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
に
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社　

田
川
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
１
０
５

　

添
田
町
で
は
、
次
の
と
お
り
男
女
共

同
参
画
推
進
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
㈫　
18
時
～

■
と
こ
ろ　

添
田
町
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

■
内
容　

男
女
が
共
に
認
め
合
い
自
分

ら
し
く
生
き
る
た
め
に

■
講
師　

中
嶋
玲
子
さ
ん（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る　
前
館
長
）

問
添
田
町
役
場
住
民
課 

☎
82
・
１
２
３
３

今
夏
の
節
電
協
力
へ
の
お
礼

男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会
開
催

　道の駅おおとう桜街道に巨大門松が出現 　より良い国民健康保険運営のために
　11月25日、直径７ｍ、高さ21.5ｍあるこの平成石炭門松が
道の駅おおとう桜街道に設置されます。この門松は、平成の年
度と同じ段数で制作されるため25日にお披露目される門松は
26段となっています。飾りに使う葉ボタンは大任小学校、絵馬
飾りは今任小学校の児童が制作に協力しています。世界一の平
成石炭門松（ギネスブック申請中）をぜひご覧ください。
問町おこしボランティア手弁当の会　吉門 仗

まもる

☎ 090・7169・2882

　10月１日、町長室で国民健康保険運営協議会の辞令交付が行われました。
協議会委員の任期は２年で、今回辞令が交付された人は次のとおりです。
【敬省略】
会長　是末 博嗣（秋永）　副会長　渡邉 新（柿原）　委員　大森 茂光（灰ノ
木）、植田 照信（成光）、加藤 千代子（福田）、南野 隆重（上今任）、原 芳信

（下今任）、森戸 俊博（柿原）、渡邉 國博（下今任）
　また、４期８年と長い間運営協議会委員として力を尽くした渡邉信義さん

（灰ノ木）には浦野副町長から感謝状が手渡されました。

11 月20日水
県内一斉ノー残業デー

　「毎日残業」ではなく、働き方にメリハリ
をつけることが大切です。まだノー残業デー
を導入していない職場も、この機会にノー
残業デーを導入してはいかがでしょうか。
問県労働局労働基準部監督課
☎ 092・411・4862

シルバー人材センター会員募集
田川地区シルバー人材センターからのお知らせ

　田川地区シルバー人材センターは、次の
とおり会員を募集しています。詳しくはお
問い合わせください。
■要件　原則60歳以上。健康で働く意欲
があり、センターの趣旨に賛同する人。
■職種　植木剪

せん
定
てい

や大工、介護・看護など
■入会方法
　入会説明会の案内をしますので、まずは
お電話ください。
問公益社団法人 田川地区シルバー人材センター
☎44・8925

県内一斉ノー残業デー
福岡県労働局からのお知らせ

個
人
事
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
へ

　

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
期
限
は

最低賃金改正について
福岡県の最低賃金が改正されました

１時間　７１2 円
　10 月18 日金から最
低賃金が改正されてい
ます。詳しくはお問い
合わせください。
問県労働局労働基準部
賃金課
☎ 092・411・4578

　

福
岡
の
公
立
３
大
学（
福
岡
県
立
大

学
、
福
岡
女
子
大
学
、
九
州
歯
科
大
学
）

と
福
岡
県
保
健
医
療
介
護
部
健
康
増
進

課
が
連
携
し
、
福
岡
県
内
４
地
域
で
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
６
日
㈮　
12
時
30
分
開
場

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学　
講
堂

■
人
数　
２
０
０
人

■
参
加
費
用　

無
料

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
３
大
学
連
携
県
民
公
開
講

座
筑
豊
会
場
担
当

☎
０
９
４
７
・
42
・
１
３
２
６

公
開
講
座
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
習
慣
」に
合
わ
せ
、

講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
７
日
㈯　
９
時
15
分
開
場

■
と
こ
ろ　

お
り
な
す
八
女

■
内
容　

拉
致
被
害
者
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
の
ご
両
親
の
講
演

■
定
員　

８
０
０
人

問
福
岡
県
庁
保
護　
援
護
課

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　趣味の表装展を開催します
　大任町表装教室では、11月６日から19日までの間、
添田町英彦山花公園駅で「趣味の表装展」を開催しま
す。家族や友達お誘い合わせのうえ、お越しください。
■とき　11月６日水～ 11月19 日火
　　　　10 時～ 17 時（19 日は 14 時まで）
■ところ　添田町英彦山 花公園駅
　　　　　オープンギャラリーひこさん
問大任町公民館　☎ 63・2242

　消すまでは心の警報 ON のまま
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節になりました。
11月９日土から15日金までは、全国一斉秋季火災予防週
間です。命を守る７つの習慣を身につけましょう。
①寝たばこをしない②ストーブは燃えやすいものから離れ
た位置で使用する③ガスこんろなどのそばを離れる時は
火を消す④住宅用火災報知器を設置する⑤防炎製品を使
用する⑥消化器等を設置する⑦近所の協力体制をつくる
問田川地区消防本部　☎0947・44・6256

　田川地区合同公売会を開催します
　福岡県および田川地区の市町村では、税金
の滞納を解消するために、滞納者から差し押
さえた財産の公売を行います。皆さん、お気
軽にお越しください。
■とき　11月 23 日土　９時開場
■ところ　田川市民会館
■必要なもの　購入代金・身分証明書・印かん
問税務課　☎63・3002

　優勝者には豪華景品を準備しています
　次のとおり、第９回町長杯囲碁大会を開催し
ます。多くのご参加をお待ちしています。
■とき　11月10 日日　受付：８時 30 分
■ところ　大任町公民館２階　和室
■対象者　大任町在住者（小学生～大人）
■参加費　1,000 円（弁当代など）
問大任町囲碁同好会会長 西藤 嶺
☎63・4321

※昨年の様子を撮影したものです

12
月
2
日
㈪
で
す
。
県
税
は
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
、
郷
土
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
8
・
21
・
４
９
０
３

今任原地区に安定した給水を可能にするため
今任加圧施設の改築工事を行っています

大任町水道事業審議会について
　９月20日、第４回大任町水道事業審議会を開催
しました。前回の『浄水場のろ過方式について』や『水
道事業の決算状況について』をさらに深く審議し、
今後の方針決定に生かされる内容となりました。

　現在、今任原地区大半の地域に水を供給している今任加圧施設の改築
工事を行っています。今のところ、基礎までですが、この上に新しくステ
ンレスタンクを設置し、ポンプも新しいものを備え付けます。そして、新
しい加圧施設が完成し次第、現在稼働中の施設を取り壊す計画となって
います。その後、取り壊した跡地に、もう一つのステンレスタンクを設置
する予定で、現在の貯水量270tから620tへと、２倍以上に増加するこ
とになり、より安定した給水が可能となる見込みです。

新しくステンレスタンクが設置される基礎 現在稼働中の施設（左）と新設部分の基礎（右）
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に沈着させたり、骨が溶け出さないよ
うにする働きがあります。しかし、閉
経後はエストロゲン量が急激に低下す
るため、骨にカルシウムが沈着しにく
くなり、骨量が一気に低下するのです。
このほか、やせ型の体型や生活習慣、
飲酒歴などによって、この症状を引き
起こす場合があります。

症状は？
　腰や背中の
痛みに加え、背
が縮むなどの
症状があらわ
れることもあり
ます。さらに症
状が進行する
と、ちょっとし
た拍子に手を
ついたり、軽く転んだりしただけで簡
単に骨折してしまいます。

治療は？
　骨粗しょう症治療の基本としては、

まちの介護福祉講座

認知症の
予防について

　

最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
認
知
症

の
こ
と
が
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
そ
れ
を
原
因
と
し
た
事
故

や
事
件
な
ど
が
増
え
て
い
る
の
も
現
実

で
す
。
ま
た
認
知
症
を
発
症
す
る
と
、

本
人
自
身
と
て
も
不
安
で
苦
し
く
、
家

族
の
負
担
も
増
大
し
、
家
庭
が
崩
壊
す

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
近
頃
は
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
薬
が
数
種
類
出
て
い
て
と
て
も
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
医
学
で
は
完
治
が

難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
こ
で
、
最
近

の
医
療
や
介
護
の
現
場
で
多
く
耳
に
す

る
の
が
、
で
き
る
だ
け
認
知
症
を
予
防
し

よ
う
と
い
う
声
で
す
。
そ
れ
に
伴
な
っ
た

研
究
で
、
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
と
呼
ば
れ
る
液
体
タ

ン
パ
ク
質
が
、
認
知
症
予
防
に
と
て
も
効

果
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ
を

体
内
で
増
や
す
に

は
、
運
動
と
頭
を

使
う
こ
と
が

大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
運

動
に
つ
い
て

で
す
が
、
は

や
歩
き
で
の
散
歩
な
ど
、
息
が
切
れ
な

い
程
度
の
有
酸
素
運
動
が
良
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
も
認
知
症
発
症

の
大
き
な
原
因
の
一
つ
な
の
で
、
一
石
二

鳥
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
頭
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す

が
、
一
番
手
軽
な
の
が
人
と
接
し
て
会

話
を
楽
し
む
こ
と
で
す
。
実
は
会
話
と

い
う
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
、
こ
ち

ら
の
問
い
か
け
に
対
し
て
予
想
も
し
て

い
な
か
っ
た
言
葉
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も

あ
り
、
脳
が
フ
ル
回
転
し
て
い
る
も
の

な
の
で
す
。

　

他
に
も
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
ド

リ
ル
や
パ
ズ
ル
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
く
取
り
組
め
る
ほ
う
が
良
い
の
で
、

囲
碁
や
将
棋
な
ど
ゲ
ー
ム
性
が
あ
る
も

の
の
ほ
う
が
長
続
き
す
る
で
し
ょ
う
。

中
で
も
麻
雀
は
同
時
に
会
話
も
弾
む
の

で
と
て
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
高
齢
者
の
中
に
は
趣
味
や
そ

れ
ら
に
取
り
組
む
意
欲
の
無
い
人
が
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
が
男
性
の
場
合

は
若
い
時
に
熱
中
し
て
い
た
こ
と
を
、

逆
に
女
性
の
場
合
は
若
い
時
に
し
た
く

て
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
す
す
め
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
む
意

欲
が
改
善
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　
今
月
号
は
、
観
天
望
気
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。
観
天
望
気
と
は
、
今
で
言
う

天
気
予
報
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
夏
の

猛
暑
、
大
雨
、
秋
の
台
風
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
気
象
条
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

は
気
象
レ
ー
ダ
ー
や
衛
星
を
使
っ
て
観

測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
日
先（
場
合
に

よ
っ
て
は
長
期
間
）の
天
気
を
あ
る
程
度

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
先
人

た
ち
は
気
象
状
態
を
よ
く
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
言
い
伝
え
や
経
験
、
雲
の

動
き
や
湿
度
な
ど
を
踏
ま
え
、
天
気
を

予
想
し
て
い
ま
し
た
。
短
期
間
や
局
地

的
な
予
報
は
当
た
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
長
期
間
や
広
範
囲
の
予
報
に
は
限

界
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、日
々

生
活
し
て
い
く
上
で
、
大
い
に
役
立
っ
た

よ
う
で
す
。

　
今
任
原
地
区
と
大
行
事
地
区
は
天
気

の
分
か
れ
目
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
夏

の
夕
立
と
か
で
は
今
任
原
地
区
は
雨
が

降
っ
て
い
る
の
に
、
大
行
事
地
区
で
は

降
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
夏

の
雨
は
馬
の
背
を
分
け
る
」と
い
う
言
い

伝
え
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
私
も
こ
の
言
い
伝
え
を
聞
い
た

と
き
は
半
信
半
疑
で
し
た
が
、
実
際
経

験
し
て
み
る
と
昔
の
人
は
す
ご
い
な
と
感

心
し
ま
し
た
。

　
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
今
任
原

地
区
と
大
行
事
地
区
で
は
違
い
が
見
ら
れ

ま
す
。「
今
任
付
近
で
は
大
坂
山
に
雲
が

観か
ん

天て
ん

望ぼ
う

気き

に
つ
い
て

第 96 話

●作品名　「つるにょうぼう」
（大任町文化連盟 布絵本の会

「レインボー」から選出）
●作者　米丸 佳子 さん

●コメント
「妊娠をきっかけに子どもに自分で作った手
作りの絵本を見せたいと思い始めました。出
来上がった作品をみてうれしく思います。」

No.15

●種　属　コリファンタ属
●原産地　メキシコ中部
●特　徴　�こぶが大きく、刺

とげ
は中棘を欠く。直径

３㎝ほどの黄色い花が咲く。
問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

魔ま

象ぞ
う

丸ま
る

骨
こ つ

粗
そ

しょう症。人間の骨は、
皮膚と同じように新陳代

謝を繰り返して
います。ところ
が、骨粗しょう
症では、骨の形
成とバランスが
乱れ、骨の密度
が低下し、中が
粗くスカスカに
なり、もろくな
ります。骨粗しょ
う 症 に な ると、
ちょっとしたこ
とで骨折しやすくなり、寝たきりや不
自由な生活に陥りやすい大きな原因と
なります。今回は、そんな骨粗しょう
症について説明します。

原因は？
　加齢に加え、特に中高年の女性に多
い原因は、エストロゲン分泌量の低下
と言われています。エストロゲンとは、
女性ホルモンの１つでカルシウムを骨

日ごろから食事や適度な運動を心がけましょう。
いきいき
国保
Vol. 78

症状が進行すると簡単に骨折してしまいます。

食事療法や運動療
法 で すが、近 年、
薬物療法（骨の破
壊や吸収を抑える
薬や骨の再生を高
める薬）も効果を
上げています。

予防は？
●カルシウムを多く含む食品をとる。
●過激なダイエットをしない。
●転倒に注意しながら適度な運動を続
ける。
●日光浴をする。（ビタミンDの合成
を促す）
以上のように、骨粗
しょう症になると、
日常生活に支障をき
たします。日ごろか
ら食事や適度な運動
を心がけることで予
防に努めましょう。

問住民課第２ 国保係　☎63・3004

か
か
る
と
雨
が
降
ら
な
い
」と
か「
添
田
の

方
に
雲
が
か
か
る
と
雨
」な
ど
で
す
。

　
現
在
は
、
昔
の
人
に
比
べ
、
自
然
と
の

か
か
わ
り
が
薄
れ
、
空
を
眺
め
た
り
す

る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

夕
暮
れ
や
朝
焼
け
、
星
空
、
虹
や
雲
の

か
か
り
方
な
ど
を
観
察
し
て
み
る
と
気

象
条
件
は
日
々
、
刻
々
と
異
な
っ
て
い
ま

す
。
空
や
気
象
条
件
を
眺
め
な
が
ら
観

天
望
気
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
急

な
天
候
変
化
の
際
は
意
外
と
役
に
立
ち

ま
す
よ
。
日
々
の
生
活
に
活
か
し
て
き
た

先
人
の
知
恵
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
雲

▶
夕
暮（
明
日
は
晴
れ
か
な
？
）

▶
入
道
雲（
発
達
す
る
と
雷
発
生
か
？
）

◀
環
天
頂
ア
ー
ク（
逆
さ
の
虹
）10
月
17
日
撮
影
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　大任中学校は本年度か
ら2年間、ＮＩＥ教育実
践指定校となっています。
ＮＩＥ（Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ 
in Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ）は学
校などで新聞を教材とし
て活用することです。1930年代にアメリカで始まり、85
年から、新聞界と教育界が協力し、社会性豊かな青少年
の育成や活字文化と民主主義の社会の発展などを目的に、
全国で展開しています。現在、3年生教室の前に展示コー
ナーを設けて、常時３紙の新聞を生徒が見られるようにし
ています。3年社会科の授業では、新聞記事をもとに授業
内容の理解を深めたり、知識の活用場面で新聞から関連
記事を分析したりと、さまざまな試みを行っています。日
頃新聞をゆっくり読む機会がない生徒たちが、休み時間や
昼休みに新聞を開いている姿が増えました。また、授業の
新聞活用では、新聞記事から情報を引き出し、思考・判断
の材料として全員が興味・関心をもって学習しています。
　今後は、他教科や道徳の授業でも新聞記事を取り入れ
た授業展開を考えています。新聞をもっと生徒に身近なも
のとして実践を続けていきたいと思っています。
 問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・2242

ＮＩＥ教育の取り組み

教 育 信通 大 校学任 中

図書室だより

問OTOレインボーホール
☎63・4832

◉開室時間　９時～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 図 書 /10 冊
※CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

11 月の休室日

の日が休室日です。

▼田川中学時代岩波英和辞典を１冊暗記したという中村さん

出世欲のない純粋な学者でした
　今回のクローズアップは、前回まちの話題で紹介した、元教育長 﨑
山 欽一郎さんの古くからの友人でおおとう未来塾講師 木村 素子さんの
伯父である中村 傳さん。大任町で生まれ育ち、田川中学（現田川高校）、
熊本五校へ進学、九州大学で物理学を専攻し、大阪大学で博士号を授与
されました。カリフォルニア大学で研究、大阪大学教授となり、退官後は、
大阪大学名誉教授となりました。ご本人は亡くなっているため、﨑山さ
んと木村さんにお話を伺いました。
●﨑山欽一郎さん「あだ名は伝

でん

ちゃんでした、城戸保さん（柿原）と知り
合い、城戸さんが中村さんと親しかったのが、知り合ったきっかけです。
その後、３人でゲタを履いて英彦山参りに行きました。景色などはさて
おき、３人でいろいろと議論しながらの登山でしたが、話が尽きること
はありませんでした。そのまま大分方面を下り耶馬溪まで行って帰りま
した。３人で汽車に揺られ東京の神保町に古本を買いに行ったことも、
よい思い出です。関わった時間は短いのですが、内容はとても濃くて、
私の生涯で印象に残る友人の１人になっています。木村さんのお父さん
が亡くなった時、数十年ぶりに再会し、その場で涙を流しながら抱き合っ
たことを昨日のように思い出します。本当に、私の人生を左右するよう
なインパクトのある人でした。中村さんの生き様から、皆さんが何かを
感じるものがあればいいなと思います。」●木村素子さん「伯父は、人と話
すことが好きで、身なりには無頓着で飾らず自然体、明るくエネルギッ
シュな人でした。収入は、ほとんど本に使っているのではないかと思う
ほど読書好きで、本に埋もれて暮らしていました。物理学者の平川金四
郎さんは自伝で伯父について『卓越した読書家で驚異的な記憶力を持っ
ていた。』『彼の博学は驚嘆するばかり。』などと書いてくださっています。
伯父は、相手が誰でもどのような内容でも議論できるほど、豊富な知識
を持っていて、いつも話が尽きることはありませんでした。専門的なこ
とばかりではなく、その背景や基礎になる教養を広く身につけなければ
ならないんだとも気づかされました。10年以上前の伯父の著書が今でも
大阪大学で教科書として使われているそうで、レインボーホールにも寄
贈させていただきました。」
　取材を終えて、ふる里でこんなに偉大な人が生まれ育ったのかと感銘
を受けました。皆さん、中村さんのような人にお心当たりありましたら、
広報担当までご連絡ください。よろしくお願いします。

中 村　傳
つとう

 さん（安永出身）

クローズ・アップ

− Doctor of Phylosophy − vol .93

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募
集します。次回の締め切りは11月15日金です。
※事前にご連絡があれば役場でも撮影を行えます。
問総務企画財政課 広報係☎63・3000

−新作案内−

図書
●かいけつゾロリ なぞのスパイと 100 本のバラ　　　　原 ゆたか  著
●水滸伝１～６巻　　　　  　　　　　　　　　　　　　　横山 光輝   著
●原子力のサバイバル 1　　　　　　　　　　　　　ゴムドリ co.  著
●三人の二代目 上 下　　　　　　　　　　　　　　　堺屋 太一  著
●日本の戦争遺跡図鑑 歴史を正しく知るために 　戦争遺跡保存全国ネットワーク   監修
●でる でる でるぞ  　　　　　　　　　　　　　　高谷 まちこ  著
●奇跡の紅茶専門店　　　　　　　　　　　　　　　　荒川 祐二  著
●泣き童子 三島屋変調百物語参之続 　　　　　　　宮部 みゆき  著
●花や咲く咲く　　　　　　　　　　　　　　　　あさの あつこ  著
● キツネたちの宮へ 　　　　　　　　　　　　　　富安 陽子  著
●マンガ 尖閣・竹島・北方領土 ~知らなきゃヤバい国境問題~　山本 皓一  著 ※そのほか、多数入庫しています

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 １ ２

3 4 5 ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

健康体操で身も心もリフレッシュ

手作り料理講座を開講します

　10 月23日、鶴丸先生の指導のもと、集まったメンバー
で楽しく体を動かしました。健康体操を行うなかで、世
間話や悩み事の相談などもできて、気分転換になり、有
意義な時間が過ごせたようです。

　みんなで楽しくお話をしながら、料理作りをしてみま
せんか。
※材料の準備がありますので申込期限までにご連絡くだ
さい
■とき　11月19日火　13時30分～ 15時30分
■ところ　レインボーホール（多目的ルーム）
■対象者　未就学児の親子
■参加料　無料
■申し込み先　問い合わせ先へ電話　※11月13日水まで
問子育て支援センター　担当：久

ひさ
場
ば

　☎63・4828
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1サニーサイド販売業務（フードコート）
▶勤務日数 月22日前後▶時間 14時～ 19時
▶時給 750円以上▶年齢 18歳以上▶性別 問
わず▶募集人数 １人
問おおとう桜街道（もみじ館）
☎ 63 ・4430
2嵐の湯兼夜間清掃業務
▶勤務日数 月22日前後▶時間 18時～ 24時
30分（休憩１時間）▶時給 780円以上
▶年齢 18歳以上▶性別 女性▶募集人数 １人
問おおとう桜街道（さくら館）
☎ 63 ・4126

　最近、公園内での花火やバーベキューなどによる、
騒音やにおい、ゴミの放置などがあり、多数の苦情が
寄せられています。他の公園利用者や施設に危害がお
よぶ可能性があり、また、火災の原因となるため、公園
内での花火やバーベキューは禁止としています。みん
なが気持ちよく利用できるようマナーを守りましょう。
問総務企画財政課　☎ 63 ・3000

　区長を通じ回覧をしていますが、今回、土砂災害警戒区域指定予定地内に住んでい
る人を対象に、法の趣旨や規制内容、警戒避難体制などに関して住民説明会を行います。
■とき　11月12 日火　19 時～　■ところ　大任町役場　多目的ホール
問福岡県県土整備部砂防課　☎ 092 ・643 ・3679（法律の内容に関して）
問田川県土整備事務所河川砂防課　☎ 42 ・9114（指定区域に関して）
問総務企画財政課　☎ 63 ・3000（説明会の会場などに関して）

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）
●�映画「東京家族」上映会【田川青少年文化ホール】
　11月２日土　１回目：10時30分～　２回目：14時～
　内容�：TAGAWAコールマインフェスティバルの関

連事業として実施します。皆さん、ご近所ご家
族お誘い合わせのうえ、お越しください。

　入場料：�一般当日1,300円、一般前売1,000円
　　　　   学生当日500円（学生証提示）
　問田川市石炭・歴史博物館　☎44・5745

◆添田町（http://town.soeda.fukuoka.jp/）
●�第18回 英彦山男魂祭【英彦山深倉園地】
　11月10日日　11時～
　内容�：奇岩がそびえ、紅葉が見ごろを迎える深倉峡

に足を運んでみませんか。ステージイベントや
地元の特産品販売などでにぎわいます。　　　
※JR彦山駅から無料送迎バスあり

　問添田町役場 地域産業推進課　☎82・1236

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）
●�いいばいとってもだいすき祭’13【糸田町文化会館ほか】
　11月９日土・10日日　９時～
　内容�：秋の恒例となった「いとだ祭」が今年もやって

きます。文化の秋に触れるまたとない機会に、
ぜひ参加して楽しい時間をお過ごしください。

　問糸田町役場 教務課　☎26・0038

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●発生件数    10 件（120 件）
●死亡者数      0 人（    0 人）
●負傷者数      2 人（  53 人）

（　）内は平成 25 年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　大任町で自動車盗が１件発生してい
ます。今後も発生する可能性がありま
すので、防犯意識を十分に持つように
しましょう。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 １件

オートバイ盗 0 件

性犯罪 0 件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 25年９月末現在）

田川市郡のイベント情報

65 歳未満 65 歳以上 計
男 1,960 人（＋２）    622 人（±０） 2,582 人（＋２）
女 1,969 人（ー２）    999 人（＋５） 2,968 人（＋３）
計 3,929 人（±０） 1,621 人（＋５） 5,550 人（＋５）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,526 世帯（＋２）

★
ギ
リ
ギ
リ
編
集
室

▼
秋
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
で
す
ね
。
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真
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、
道
の
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く
の
コ
ス
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ス
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い
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い
る
所
か
ら
、
北
に
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だ
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の
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し

た
。
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う
ご
ざ
い
ま
す
。【
由
香
】

　

先
月
号
表
紙
の
花
の
名
前
、
多
く
の

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
た
え
は「
ハ
ナ
ト
ラ
ノ
オ
」で
し
た
。

今
月
号
は
、
道
の
駅
横
花
公
園
に
咲
い

て
い
た
コ
ス
モ
ス
で
す
。
秋
風
に
揺
ら
れ

て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

 11月行事予定表  霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 30 31 １ 計量記念日 ２
【集会室】
…役場住民集会室
【視聴覚】
…役場視聴覚室
【多目的】
…役場多目的ホール
【公民館】
…大任町公民館

就学前健康診断
【大任町公民館
受付：12時30分～13時】

３ 文化の日 ４ 振替休日 ５ ６ ７ 立冬 ８ ９ 119番の日

総合文化祭
( 芸能発表・作品展示 )

【レインボーホール
 10時〜 17時】

総合文化祭
(作品展示)

【B＆G体育館
 ９時〜 14時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政・相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者に個別通知）

【多目的 ホール
13時30分〜14時30分】

健康相談
【視聴覚 10時〜11時】

ゆるキャラグラ
ンプリ投票締切

筑豊フェア
【天神中央公園 

11時〜 16時】

秋の火災予防週間
パレード

【大任町役場 ９時〜】

10 技能の日 11 介護の日 12 女性に対する暴力をなくす運動 13 14 15 七五三 16
食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

女性スポーツ大会
【B＆G体育館 

開始 18時】

17 家族の日 18 19 20 21 22 小雪 23 勤労感謝の日

総合健診
(事前に予約済の人)

【大任町役場
８時30分〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
(４・７・12ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

田川地区合同公売会
【田川市民会館９時～】

24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 29 30
食進会
(ふれあい弁当作り)

【役場住民集会室 ９時〜】

心配ごと相談
（女性民生委員が対応）
【視聴覚 10時〜12時】

11月９日土～15日金
秋の火災予防週間

12月１日日
花植えボランティア
レインボーホール　９時〜

大任町全額出資の
「道の駅おおとう桜街道」で働いてみませんか

大任中央公園での花火やバーベキューは禁止

土砂災害警戒区域などの指定について住民説明会
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携
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代
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町
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中
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の
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人
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児
童
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、
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思
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や
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言
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さ
あ
、
あ
な
た
も
子
ど
も
た
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の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

12
月
７
日
㈯ 

受
付 

９
時
30
分
～

第
26
回
少
年
の
主
張
大
会

問
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
係　

☎
63
・
２
２
４
２

今任小５年　鈴木 詩音さん
「交通安全について」

今任小６年　太田 龍太郎さん
「ゴミ問題を考えよう」

大任小５年　小谷川 沙弥さん
「お母さんのお仕事」

大任小６年　宮田 玖美さん
「出会い」

大任中１年　肥田 桜子さん
「部活に入ってから…」

大任中１年　久保田 ひまりさん
「生きるって意味」

大任中２年　植田 侑芳さん
「私の夢」

大任中２年　三宅 二葉さん
「中学校生活で感じたこと」

３日
●開会式　９時 30分～　レインボーホール
●芸能発表　10 時～ 15 時　レインボーホール
●作品展示　10 時～ 17 時　Ｂ＆Ｇ体育館
●お茶席（有料）　10時～ 15 時　Ｂ＆Ｇ体育館
４日
●作品展示　９時～ 14時　Ｂ＆Ｇ体育館

11 月３日㊗・４日月

主 催 大任町文化連盟 後 援 大任町・大任町教育委員会
問大任町役場 教育課 社会教育係　☎63-2242

※駐車場は、レインボーホールの社会福祉協議会側、ふるさと館おお
とう、サボテンハウスなどをご利用ください。


